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産業界とともに技術革新推進
　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
転
機
を
迎
え
た
今
こ
そ
、
大
学
は
産
業
界
と
と
も
に
技
術
革

新
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
中
部
地
域
の
大
学
は
産
学
連
携
に
よ
り
先
端

分
野
の
研
究
を
強
化
し
て
い
る
。
自
動
車
や
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

な
ど
こ
の

地
域
が
強
み
と
す
る
技
術
分
野
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
歩
進
め
よ
う
と
新
し
い
組
織
、
拠

点
を
整
備
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
一
方
で
教
育
機
関
と
し
て
学
生
へ
の
講
義

内
容
も
時
代
に
応
じ
た
工
夫
を
加
え
、
大
学
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。

双方向での会話ができる音声案内電子看板

先
端
分
野
の
研
究
強
化
名
大
・
名
城
大
な
ど

名城大が新設した科学技術創生館

電
子
看
板
で
キ
ャ
ラ
と
会
話

初の３次元屋外設置名古屋工大が開発
拠
点
整
備
し
強
み
を
生
か
す

震災時の被災者救援に役立つよう開
発された小型レスキューロボット

被災地で実用化目指す 中
京
大
が
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ

　
震
災
時
の
被
災
者
救
援
に
役
立

つ
小
型
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を

開
発
し
て
い
る
の
が
中
京
大
学
情

報
理
工
学
部
の
清
水
優
准
教
授
。

４
本
足
で
が
れ
き
の
中
を
進
み
な

が
ら
セ
ン
サ
ー
で
人
間
を
探
し
、

倒
壊
し
た
建
物
な
ど
に
取
り
残
さ

れ
た
被
災
者
を
見
つ
け
る
。
カ
メ

ラ
も
備
え
、
画
像
か
ら
救
助
に
必

要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

　
４
本
足
歩
行
は
無
限
軌
道
や
タ

イ
ヤ
に
比
べ
て
移
動
ス
ピ
ー
ド
が

劣
る
。
た
だ
無
限
軌
道
な
ど
は
コ

ー
ド
な
ど
が
絡
ま
る
リ
ス
ク
が
あ

り
、
確
実
に
移
動
で
き
る
４
本
足

歩
行
と
し
た
。
現
在
は
ロ
ボ
ッ
ト

位
置
の
測
定
シ
ス
テ
ム
を
開
発

中
。

の
高
精
度
で
検

出
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
と
共
同
で
研
究
し
て
い

る
。

　
探
索
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

セ
ン
サ
ー
と
温
度
セ
ン
サ
ー

を
用
い
る
。
人
間
の
呼
吸
で
Ｃ
Ｏ

２
濃
度
が
高
ま
る
と
こ
ろ
を
求
め

る
の
だ
が
、
火
災
と
間
違
え
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
ア
ン
モ

ニ
ア
な
ど
人
間
が
発
す
る
臭
い
を

検
知
す
る
セ
ン
サ
ー
を
組
み
合
わ

せ
る
予
定
。
臭
い
は
人
間
の
状
態

を
知
る
手
段
に
も
な
り
、
緊
急
性

が
高
い
順
番
を
示
す
な
ど
の
情
報

提
供
に
つ
な
げ
る
方
針
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
学
生
の
教
材
を
兼

ね
て
お
り
開
発
ス
ピ
ー
ド
は
求
め

に
く
い
。

　
今
後
は
学
生
が
常
に
ロ
ボ
ッ
ト

改
良
に
加
わ
る
仕
組
み
を
築
き
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
実
用
化
を
目

指
す
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ４月２２日 金曜日 　　

　
名
古
屋
大
学
は
環
境
対
応

車
に
関
す
る
産
学
連
携
研
究

組
織
「
グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ

ィ
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
た
。
環
境
対
応
車
は

材
料
、
機
械
、
電
気
、
情

報
、
交
通
工
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
融
合
し
た
研
究
が
重

要
と
な
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
名
古
屋
大
学
の
全
学
を
対

象
に
関
連
す
る
幅
広
い
分
野

の
専
門
教
員
を
集
め
、
自
動

車
や
素
材
な
ど
の
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
て
研
究
を
進
め
て

い
く
。

　
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、

ま
ず
部
材
を
研
究
す
る
「
グ

リ
ー
ン
ビ
ー
ク
ル
材
料
研
究

開
発
拠
点
」
を
建
設
、
稼
働

し
た
。
投
資
額
は

億
円
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ス
ズ
キ
な

ど
大
手
企
業
の
ほ
か
中
部
地

域
の
中
小
企
業
な
ど
も
参
加

し
、
素
材
の
軽
量
化
や
高
効

率
の
電
池
開
発
な
ど
を
目
指

し
た
研
究
を
進
め
る
。

　
名
城
大
学
は
企
業
や
、
ほ

か
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研

究
専
用
の
施
設
と
し
て
名
古

屋
市
天
白
区
に
「
科
学
技
術

創
生
館
」
を
稼
働
し
た
。

億
円
を
か
け
て
建
設
し
た
も

の
で
、
３
階
建
て
で
、
１
階

は
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
者
と

し
て
知
ら
れ
る
赤

勇
同
大

学
教
授
ら
が
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

研
究
を
行
う
。
２
、
３
階
に

つ
い
て
は
今
後
、
企
業
な
ど

か
ら
の
要
望
を
受
け
付
け
、

幅
広
い
テ
ー
マ
の
共
同
研
究

に
利
用
す
る
方
針
だ
。

　
名
古
屋
工
業
大
学
の
渡
辺

義
見
教
授
ら
は
岐
阜
県
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
、
岐
阜
県

機
械
材
料
研
究
所
と
共
同

で
、本
来
、研
削
加
工
で
使
う

砥
石
で
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

と
い
し

ス
チ
ッ
ク
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
穴

開
け
す
る
と
い
う
野
心
的
な

研
究
を
進
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
は
航
空
機
機
体
な
ど
に

採
用
が
拡
大
し
て
い
る
注
目

の
素
材
。
砥
石
を
通
常
の
縦

方
向
だ
け
で
な
く
横
方
向
に

も
回
転
す
る
仕
組
み
に
す
る

こ
と
で
穴
開
け
を
実
現
し

た
。加
工
速
度
の
向
上
な
ど

を
進
め
て
実
用
化
を
目
指

す
。最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
講
義
に
活
用
す
る
大

学
が
増
え
て
い
る
。
豊
橋
技

術
科
学
大
学
も
そ
の
一
つ

だ
。
同
大
学
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
専
用
の
ビ
デ
オ
教
材
の

提
供
を
学
生
に
始
め
た
。
従

来
か
ら
提
供
し
て
い
た
パ
ソ

コ
ン
閲
覧
用
ビ
デ
オ
教
材
に

比
べ
手
軽
に
復
習
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
で
は
簡
単
な
テ
ス

ト
を
出
題
す
る
機
能
を
付
加

す
る
。
答
え
に
よ
っ
て
教
員

が
学
生
の
理
解
度
を
把
握

し
、
講
義
進
行
な
ど
の
調
整

に
活
用
で
き
る
。

　
中
部
地
域
で
は
産
学
連
携

に
よ
り
、
先
端
分
野
の
研
究

に
注
力
し
て
い
る
大
学
が
多

い
が
、
独
自
に
ユ
ニ
ー
ク
な

製
品
の
研
究
開
発
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る

中
、
大
同
大
学
は
椙
山
女
学

園
大
学
、
中
京
大
学
、
中
部

ア
イ
テ
ィ
協
同
組
合

名
古

屋
市
東
区

と
共
同
で
、
老

人
ホ
ー
ム
の
運
営
で
役
立
つ

Ｉ
Ｔ
技
術
を
研
究
中
。
そ
れ

は
無
線
識
別

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

を
活
用
し
ホ
ー
ム
内
の
人
の

動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
で
き
る
技
術
だ
。

　
具
体
的
に
は
入
居
者
や
看

護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
に
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
タ
グ
を
所
持
し
て
も
ら

い
、
ホ
ー
ム
建
物
の
各
階
に

タ
グ
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報

を
読
み
取
る
リ
ー
ダ
ー
を
設

置
。
タ
グ
所
有
者
が
リ
ー
ダ

ー
付
近
を
通
過
す
れ
ば
瞬
時

に
把
握
、
記
録
で
き
る
仕
組

み
だ
。
こ
れ
に
よ
り
入
居
者

に
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
時

の
対
処
の
迅
速
化
や
、
管
理

者
負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
と

し
て
い
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、
こ
の
技

術
の
実
証
試
験
を
愛
知
県
内

に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
す
で

に
行
い
、
有
用
性
を
確
認
し

た
。

　
双
方
向
で
の
会
話
が
で
き

る
音
声
案
内
電
子
看
板
を
開

発
し
た
の
は
、
名
古
屋
工
業

大
学
国
際
音
声
技
術
研
究
所

の
徳
田
恵
一
教
授
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
。
知
り
た
い
情
報

を
尋
ね
る
と
看
板
内
の
３
次

元
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
メ
イ

ち
ゃ
ん
」
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

な
ど
を
交
え
て
案
内
す
る
装

置
で
、
こ
の
ほ
ど
同
大
構
内

の
正
門
付
近
に
設
置
し
た
。

３
次
元
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
会

話
で
き
る
電
子
看
板
の
屋
外

設
置
は
世
界
初
と
い
う
。

　
こ
の
看
板
は
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
が
２
面
あ
り
、
１
面

は
メ
イ
ち
ゃ
ん
が
映
し
出
さ

れ
、
も
う
１
面
は
音
声
案
内

の
内
容
を
パ
ネ
ル
で
表
示
す

る
。
同
研
究
所
が
独
自
開
発

し
た
音
声
合
成
ソ
フ
ト
と
音

声
認
識
ソ
フ
ト
を
統
合
し
、

人
間
の
通
常
時
と
ほ
ぼ
同
じ

早
さ
で
会
話
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
セ
ン
サ
ー
で
看

板
の
前
を
通
っ
た
人
間
を
検

知
し
、
呼
び
か
け
る
。

　
会
話
内
容
は
質
問
と
回
答

を
セ
ッ
ト
に
し
て
設
定
す
れ

ば
自
由
に
変
更
可
能
で
、
今

後
は
役
所
や
博
物
館
な
ど
へ

の
設
置
を
目
指
す
。


